
東西ドイツの統一を記念してベルリン東洋美術館
秘蔵の名品を集めた里帰り展が福岡市博物館で開催
されます。

戦争という不幸な時代をくぐり、今回初めて旧東西ベルリン双方の国立美
館のコレクションが一つになって総数188点が公開されます。 日本の中世、近世、現代に至る絵画、彫刻などを鑑貸してみませんか。 
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何日に申込みください。 一人での複数世帯の受 での受付はお断りしま 問合せ ���ただしお 付、電話 す。 �＼ 〈1、＼1王i 
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1
月
1
5
日
（
成
人
の
日
）

に
遠
賀
コ
ミ
ュ
三
T
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
成

人
式
に
は
捌
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
出
席
率
は
飼
パ

ー
セ
ン
ト
で
す
。

「
久
し
振
り
～
」
　
「
ど

う
し
ょ
っ
た
と
？
L
 
I
A
番

場
ホ
ー
ル
は
ま
る
で
同
窓

会
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
雰

囲気。式
典
で
は
、
「
こ
れ
か

ら
の
出
会
い
を
大
切
に
」

「
長
い
人
生
の
中
で
失
敗

を
恐
れ
ず
頑
張
っ
て
」

「
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け

て
」
な
ど
の
来
賓
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
吉
永
六
美

さ
ん
　
（
中
央
）
が
　
「
青
任

と
自
覚
を
持
っ
て
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
」

と
謝
辞
。
記
念
品
を
受
け

取
っ
た
あ
と
恩
師
を
囲
ん

で
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
で

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た。
（
今
年
も
1
7
人
に
成
人
式

を
迎
え
て
の
抱
負
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。
）
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音調県民税の申告受付けS
●日　経

●時　間　午前9時～12時

午後1時～4時

●封ミ脂所　役場2階大会議室
3月5・6・9日は第3会議室

お問い合わせは役場税瀦諌℡（鑓3）12紬へ。

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 

「税の標語」 

入賞者発表 
福岡国税局が昨年11月の「税を知る週間」に行いました「税 

の標語」募集には、九州各県より多数の応募がありました。 

遠賀町からは次のみなさんが入貸され、記念品が贈呈され＿ 

ました。 

「網羅… 
年六年鷲年緒年を∴∴年輩年会　〉 

鵜道警誓　鉦意 　　　貴す恵 
千　　恵　　子　　記　　　　　　子　　美 

∴三言三言 l 
琵毒量り講彊需磐 久　明 
学　円星亮　春　美　史　也　照 　　　　千　里　教　拓 

4

町
県
境
の
申
告

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
郵
便
で
「
町

県
民
税
の
申
告
案
内
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
通
知
書
に
書
か
れ

て
い
る
必
要
雪
類
な
ど
を
整
理
し
て
、
通
知
書
と
い
っ
し
ょ
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
通
知
書
か
届
い
て
い
な
い
人
で
も
、
平
成
一
二
年
中
に
会
社

を
退
職
し
て
年
末
謁
聾
の
終
っ
て
い
な
い
人
や
、
二
か
所
以
上

か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
、
給
与
と
年
金
の
あ
る
人
な
ど

は
、
居
住
さ
れ
て
い
る
区
の
申
告
日
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
は
、
町
県
民
税
の

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

遠
賀
川

新
町
、
中
央

若
松
、
東
和
売

木
守
、
旧
停

松
ノ
本
、
芙
蓉

島
津
、
広
渡
、
逼
官

尾
崎
、
田
園

上
別
府
、
浅
木

鬼
津
、
今
古
賀

別
府
、
千
代
丸

虫
生
津
、
老
良

若
葉
台
、
東
町
、
西
町

指
定
の
日
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
人

韓
自
動
車
の

住
所
変
更
・
名
儀
変
更
は
お
済
み
で
す

軽
自
動
車
（
二
輪
を
含
む
）
を
所
有

し
て
い
る
人
の
住
所
が
転
入
や
転
出
な

ど
で
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
軽
自
動
車

の
登
録
の
住
所
も
変
更
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
も
し
、
こ
の
手
続
き
が
行
わ

れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
掻
自
動
車
税

の
未
納
に
よ
り
継
続
検
査
（
車
検
）
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せん。ま
た
、
譲
渡
や
買
い
替
え
時
の
下
取

り
、
廃
車
な
ど
で
現
在
所
有
し
て
い
な

く
て
も
、
名
儀
の
変
更
や
廃
車
の
手
続

き
が
済
ん
で
い
な
い
と
軽
自
動
車
税
が

い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
も
し
、
他
人
に
手
続
き
を
依
頼

し
た
と
き
に
は
、
そ
の
手
続
き
が
済
ん

だ
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
お
さ
ま
し
ょ

0
手
続
き
・
問
合
わ
せ
先

●
原
動
横
付
自
転
車
（
肱
∝
未
満
の
パ

イ
ク
・
ミ
ニ
カ
ー
）

一

現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場

●
軽
四
輪
車
と
軽
二
輪
車
（
脚
∝
未
満
）

一

軽
自
動
車
協
会
北
九
州
支
所
〔
北
九

州
管
内
の
み
〕
℡
（
5
4
1
）
2
1

●
二
給
の
小
型
自
動
車
（
脚
∝
以
上
）

一

拍
岡
陸
運
支
局
北
九
州
自
動
喜
捨
壷

登
録
事
務
所
〔
北
九
州
管
内
の
み
〕

℡
（
4
7
3
）
0
4
8
1



こんなときは必ず
14日以内に届け出を。
●国保にはいるとき

I帽子とも劇Bひよこサークル地域公演

脚嵐の謹詩経」
田園区の「ひよこサークル」で

は、子供達に「ナマの舞台を観て

もらおう．′」と劇団を呼ぶことに

なりました。

息づかいまで伝わってくるお芝

居。この機会に誘い合ってご参加

とき）3月7日噌：鰯

ところ）パスコタウン田園都市
コミュニティーセンター

参加費）1，000円（4歳以上）

連絡先）松本℡（293）2677

高槻℡（293）5296
（夜6：00～9：00）

特別な事情がないのに、
長い間国民健康保険税を、
滞納していると・・・………
災害など特別な事情がないのに、長い間保険税を滞納し、納付

相談にも応じないなどの世帯には、次のような措置をとることが
あります。相談は住民課国保年金係へ。

保険証を返してもらう
災害など特弄りな事情がないのに、
保険税を滞納しっづげそいる世
帯カ、らは、保険証を返してもら
うこと力ヽありま－す。

被保険者資格証明書
を交付

保険証を返してもらう支易合は、
その代りに「被保険者資格証明
電十　を交付します。医事寮機関の
窓口て裏は、これを堤出して受診
します。

かかった診療費は、
いったん全額自己負担
「被保険者資格証明きr」で受診

した場合、診療費・はいったん全
額自己負担となります。た1こし、
あとで申請により自己負担のう
ち、保険診療相当分（7割また
は8割）を払い戻しますo

お年寄りなどの場合

老人保健てる医療を受け
て“いる人や厚生省で定
める医療によって医療
を受けている人には、
別の保険証をお渡しし
ま－すの－こ、それにより
診療を受けてください。

保険証の再交付は
滞納した保険税を完納したとき、
滞納額が著しく減少したとき、
災害など特別の事1胃が認められ
たときは、保険証を交付します。

保険給付の差止め
特別な事情かないのに保険う党を
滞納すると、ブ素養責、高額湧i嚢

責および助産費などの1呆険給付
の全都、または一部を差止める
ことがあります。

参加者募集
〃母と子のつとLl〃

遠賀町母子会では母子家庭や

寡婦の人たちに楽しく一日を過

ごしていただくために、母と子

のつどい、を開催します。母子

会に入っていない人も是非来ら

れてください。

●と　き＝3月8日（日）の午前

10時から

●ところ＝遠賀コミュニティー

センター

●内　容＝パットゴルフ（雨天

のときは室内ゲー

ム）と昼食会

●垂加費＝無料

●申込み＝2月29日（土）までに

福祉課福祉係へ

●
対
亀
児
童
　
小
学
校
一
～
三
年
生

●
保
積
善
負
担
金
一
人
月
額
六
千
円

（
他
に
入
会
金
・
保
険
料
は
別
途
）

●
保
育
場
所
・
山
び
こ
保
育
園
内

・
浅
木
小
学
校
内
第
二

武
道
場

●
申
込
方
法
　
各
学
童
保
育
所
、
各
小

学
校
、
町
教
育
委
員
会
に
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
の
上
、
申
込
み
く
だ
さ

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
島
田
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
℡
（
2
9
3
）
6
5
3

1
ま
た
は
、
町
教
育
委
員
会
℡
（
2

9

3

）

1

2

3

4

へ

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
、
留
守
家
庭
の
子
供
達
の
た
め
の
施
毅
で
す
。
放
課
後
に

お
け
る
子
供
達
の
安
全
、
遊
び
、
勉
強
、
集
団
生
活
で
の
協
同
性
を
糞
う
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。
利
用
希
望
者
は
申
込
み
く
だ
さ
い
。

e
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い



脚・畠昭光割田開聞閻関田
「明日の害らしをより豊がt二〇する紫器諾需謀議

だめtこ相談窓口がお手伝いしまも繕義認驚諾慧器
訪問販売「‾「‾‾‾「‾「漆霧訂「う綱田通産局消費吉相麟室〒812灘露盤罠慰溜嵩

先物商品取引「「「謡露語監「－－〉電照商品取引所〒柳盤課攫難デ盤
土地・住宅亡＝「電報開田「〉梱同県宅地建物取引業協会〒緒縄蕊謂鵠凝滞

〉福岡生命保験協会…親繋諜諾講話三品；保　険題二二二二

サラ金国子／　‾「話題回書　［　楯岡県弁雄土合小意部会〒803北九胴小倉北区篭晶露

〉県義生活鍵清雄〒812棚市博多翳溜崩悪徳商法110番「「「孟王墓若－i

クリーニング料金の店頭表示などに二二二二ジ圭畳萱手塚一夫さん中腑雪羅

家庭用電気桟器製品の修理など囲圭〉綱田県軍機商工組合〒菜謡雪鷺粥識親藩
プロパンガス星≡豊里≡三雲聴診椙両県LPガス協会北九州支部北，認諾轄諸手諦観

消費生活全般＝＝＝＝轟椙同県消費生活センター〒鴇）悪評繁懸紺綜

〆

こ
の
春
、
小
学
校
は
入
学
す
る

き
み
の
名
前
は
あ
り
ま
す
か
。

町
教
育
委
員
会
で
は
平
成
4
年
度
の
小
学
校
入
学
予
定
者
（
昭
和
0
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
飢
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
　
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
は
、
1
月
2
7
日
現
在
の
住
民
票
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
春
入
学
予
定
で
あ
り
な
が
ら
名
簿

に
名
前
か
載
っ
て
い
な
い
人
、
名
前
に
間
違
い
な
ど
が
あ
る
人
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

応
混
同
砦
穣

鵜
遠
賀
川

江
口
麻
美
・
奥
田
佳
代
・
木
下
麻
末
・

黒
田
有
希
・
時
松
　
順
・
中
村
将
志
・

増
田
太
造
・
増
田
怜
奈
・
山
田
千
悪

書
広
波

井
上
寛
大
・
岩
永
倫
和
・
江
良
男
輔
・

織
田
あ
ゆ
み
・
織
田
港
間
・
黒
木
悠
希

・
佐
々
木
譲
二
・
未
森
理
恵
子
・
津
川

福
子
・
松
村
愛
実
・
森
山
み
づ
樹

S
中
央

大
口
美
穂
・
富
永
理
恵

漢
新
町

岩
本
賢
太
郎
・
川
崎
あ
す
か
・
長
谷
政

裕
・
光
安
　
舞
・
三
好
周
美
・
向
井
先

夫
・
村
田
佳
央
理
・
室
　
知
志
・
安
増

理
恵
・
吉
水
　
順

漢
旧
停

浅
川
佳
世
・
織
田
貴
之
・
早
苗
大
希
・

前
原
啓
伸

営
道
管

水
上
翔
太
量
黒
壁
誘

営
島
津

矢
野
憂
患

臆
鬼
津

今
土
宏
輔
・
川
上
　
祝
・
澄
田
直
明
・

白
川
千
尋
・
鶴
智
恵
美
・
平
田
由
香
里

・
二
村
由
里
・
前
原
裕
也
・
溝
口
優
貴

書
尾
崎

安
部
典
明
・
井
上
賞
詞
・
今
井
麻
紀
子

・
大
村
進
梧
・
門
脇
さ
と
み
・
異
　
型

能
・
五
所
　
司
・
高
崎
浩
徳
・
村
田

殻
・
和
田
か
お
り

臆
若
松

稲
田
絢
子
・
河
田
加
奈
子
・
舛
添
留
美

臆
田
園

入
江
小
波
・
上
杉
悠
規
子
・
植
松
拓
也

・
内
田
千
賠
・
宇
野
雷
名
・
太
田
裕
也

・
岡
本
巧
志
・
織
田
備
美
枝
・
大
野
裕

美
・
固
松
洋
介
・
黒
木
　
備
・
坂
崎
甜

菜
・
酒
井
真
由
美
・
鈴
木
美
法
・
田
中

宏
和
・
竹
本
古
館
・
良
木
英
美
、
千
北

修
・
中
野
雅
之
・
西
川
周
作
・
西
村
美

紀
・
野
口
奈
津
子
・
日
高
　
燕
・
福
田

愛
・
藤
原
宙
幸
・
船
戸
達
也
・
船
声
克

也
・
牧
　
裕
子
・
前
田
輯
子
・
滅
元
裕

幸
・
宮
脇
あ
や
か
・
宮
脇
さ
や
か
・
師

井
勇
介
・
矢
野
由
佳
・
山
田
盛
挙
・
山

硬
　
変
・
山
口
百
合
英
・
奥
田
健
之
・

吉
永
　
呑
・
好
本
　
晃
・
龍
　
綾
子
・

渡
遭
美
鈴
・
和
田
新
薬



道義中学的年船尾智美さんのポスター作品
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企画課器薫係

〔企画頭蓋係〕

各謡事業・プロジェクトでの各課問

の調整、企画・立案、公共下水道・福

祉の里づくりなど大型プロジェクトの

基本計画作成、防衛周辺整備事業、住

宅改良事業、広報・公聴活動や区長会

・女牲モニターのお世話などの業務を

行っています。

〔人　事　係〕

職員の給与・研修・健康管理・福利

厚生、職員の採用・退職、臨時職貝の

雇用などの事務を行っています。

〔置子計算係〕

皆さんによりよい住民サービスを提

供できるよう各課の業務の電算化を進

め、プライバシーの保護などデータの

管理業務を行っています。

〔登記事務〕

行政財産や普通財産に係る用地買収

・寄附・交換などに関する登記事務を

行っています。

獲
別
府

太
田
雅
之
・
小
田
和
弥
・
城
戸
良
太
・

木
原
有
加
星
・
栗
岡
空
花
・
末
永
　
睦

・
竹
内
良
博
・
田
中
健
也
・
花
田
泰
典

・
松
尾
響
子
・
松
山
博
隆
・
村
井
祐
美

子
・
柳
野
暮
彦
・
横
田
高
大
・
吉
川
健

太
・
寵
尾
美
香

臆
千
代
丸

石
田
麻
衣
・
永
田
修
志

漢
今
古
賀

岩
永
博
司

○
松
ノ
本

時
津
め
ぐ
み
・
新
井
智
代
・
有
言
美
奈

・
赤
星
昇
・
稲
富
こ
の
美
・
内
田
大
祐

・
苗
場
啓
太
・
末
松
和
子
・
高
崎
麻
薬

実
・
薮
原
永
千
・
百
日
百
合
子
・
中
村

理
恵
・
早
川
朋
子
・
松
波
千
恵
子
・
宮

原
梯
子
・
宮
脇
博
樹
・
室
井
由
起
子
・

山
本
和
美
・
山
脇
恭
平
・
胸
元
裕
規

護
れ
郎
菖
穣

臆
上
別
府

植
田
　
圭
・
小
用
僑
希
子
・
川
上
英
依

木
下
照
一
・
吉
江
哲
郎
・
横
山
亜
希
子

菓
木
守

太
田
和
書
・
太
田
智
之
・
小
林
　
棺
・

下
城
有
香
・
白
石
孝
宏
・
村
田
憲
児
・

村
田
真
知
子
・
芳
村
成
亮

S
東
和
苑

赤
羽
栄
友
子
・
泉
　
美
香
・
板
倉
麻
美

子
・
岩
崎
宏
紀
・
小
用
裏
表
千
・
木
村

卑
称
千
・
原
田
佳
代
子
・
原
　
久
恵
・

藤
本
彬
鎖
・
古
橋
妙
子
・
堀
田
理
恵
・

松
本
淳
子
・
宮
野
小
百
合
・
村
田
裕
信

・
吉
野
咲
耶

○
若
葉
台

大
喜
多
　
瞳
・
岡
田
陽
介
・
窪
田
宏
子

・
篠
崎
由
梨
・
田
村
英
望

○
浅
木

太
田
智
子
・
奥
野
新
橋
・
金
田
慎
平
・

片
山
杏
里
・
木
場
直
也
・
坂
口
大
介
・

坂
田
智
大
・
添
田
竜
一
・
東
　
美
穂
子

・
増
永
洋
介
・
峯
噛
勝
也
・
村
田
　
第

〇
老
曳

高
崎
　
航

看
虫
生
津

完
山
陽
秀
・
下
前
知
徳
・
竹
下
　
蒙
・

中
村
　
徹
・
吉
野
慎
司

■
東
町

末
永
修
一
・
西
国
真
田
美

園
西
町

小
田
摸
一
朗
・
水
田
臆
和

書
芙
蓉

青
木
将
太
・
出
水
義
欣
・
井
上
美
樹
・

梅
田
沙
代
・
春
月
将
害
・
別
田
健
司
・

中
川
仁
志
・
前
田
僅
雄
・
松
元
健
二
・

森
田
哲
郎

俳
句
へ
遠
賀
俳
友
句
会
抄
）

池
田
季
刊
遅

霜
漢
音
穴
時
雨
る
る
通
を
め
ぐ
り
け
り

玉
野
　
信
謬

三
寒
の
パ
ン
を
焦
が
し
て
独
り
な
り

徳
永
小
代
子

遠
尾
根
に
陽
の
射
し
て
い
る
冬
日
か
な

岩
萩
　
信
江

白
髭
に
パ
イ
プ
衛
え
て
冬
ぬ
く
し

川
上
　
久
夫

朝
刊
の
ど
っ
さ
り
と
来
る
実
南
天

松
本
み
ち
え

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
掠
革
）

河
中
靖
喜
選

切
り
詰
め
て
榛
と
た
ち
た
る
泰
山
木
夕

月
の
照
り
淡
く
光
れ
る
　
久
野
き
よ
の

新
築
の
家
に
招
か
れ
そ
こ
は
か
と
槍
の

匂
う
部
星
に
酒
酌
む
　
一
国
　
房
子

台
風
の
荒
れ
ゆ
き
し
楠
の
太
さ
洞
裂
か

れ
し
板
木
の
白
兵
新
ら
し
白

石

一

夫

我
が
家
の
歴
史
知
る
ら
ん
木
斜
の
双
樹

め
ぐ
り
で
今
日
を
生
き
い
つ井
口
　
紀
子

吹
き
上
ぐ
る
炎
と
共
に
散
る
火
花
普
賢

岳
の
火
力
息
つ
め
て
見
る
業
田
　
　
粛



火災0をめざして
－消防合同出初め式で訓練の成果を披露一

平成4年の新春を飾る、恒例の遠賀郡4カ町消防合同出初式
が1月12日、岡垣町民総合グラウンドで行われました。当日は

寒風吹きつける申、多数の見学者が訪れ、ポンプ草操法や、小

隊訓練、消防活動訓練などが披露されました。また、永年勤続

団員などの表彰も併せて行われました。

∴＿：∴ ＿HL、“” � � � � �� �翠瀧一国’／1 

（ � � �総高－＼云　　　　　（ 

棄綴薄‥、 � � � �Aj �∴ ：∴ � �∴∴∴ 

〟　、覇 

、 � � �⊥ ��子∴－＿∴ 二草i 

察三業柔毛÷…ミ≒美顔≒＝三三ミニ，∴

表　彰（本町関係者のみ、敬称略）

●日本消防協会長表彰
・功績竃　副団長　池田　紀樹

●福岡環消防協会長表彰
・永年勤続

∵三二二一】15年（副分団長）鎌田孝和

10年（副分団長）入江克己

10年（斑長）原田正武・白石勇

二∴10年（団員）IIi原正義・柴田清次
折尾常菖・岡村政治

・優良団員　　（班長）秦　和徳

（団員）石松　昭・秦　敏幸
・兄弟消防団員　（団員）秦　公美・秦　敏幸

●消防協会遠賀支部長表彰　（団員）石松福一・桑原梅椎

●町畏表彰（一般表彰）

日本リークレス工業株式会社九州工場
●団長表彰　　　　（班長）殿III澄男

（団員）石橋真五・永田弘幸・舛添博学

松尾壮言・添田千秋

∴∴ �羊軸璽こ 　＿麗灘議露頭 
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まぢの

しめ飾りをプレゼント。
昨年の12月27日、しめ縄作り4年目を迎えた
橋本善人さん（別府）が役場にしめ飾りを奮起
されました。ありがとうございました。

∠卒園申し

1
兄
弟
消
防
団
貝
の
秦
さ
ん
兄
弟

写
真
は
ア
ー
ト
で
す
。

フ
リ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
東

京
で
活
澄
さ
れ
て
い
る
旧
停
区
出
身

の
柴
田
和
明
さ
ん
の
作
品
を
コ
ミ
セ

ン
に
展
示
し
て
い
ま
す
。



たちの輪が広がる
索道な雰囲気

猛交タンスザ「勿

〉 � �　　　　　∴∴ ！ 

∴∴ 、ヽ÷ � �∴「 �†‖｛1田上 
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雲午 ∴∴∴ �� 

畠田
平成2年の8月から中央公民

館で始められた遠賀社交ダンス

サークル。現在は、初級者を対

碑ん鳩まれ！軍需系藩水嵩
上級者を対象としたクラス（毎

週金曜19：30－21：30コミュニテ

ィーセンター）の2会場で活動

しています。生徒さんは㌘歳か

ら68歳まで約20人。ご夫婦で習

欄間E

われていろカップルも6組めるそうです。一見難しそ

うに思えろ社交ダンスですが「一つの足型（ステップ）

を何度も繰り返しマスターすれば次から次に欲が出て

きますよ。第一に姿勢が良くなって頓への負担が減

り、肩こり・腰痛・ひざ痛が治った人もたくさんいま

す。」と原田信忠先生。

首だん使わない筋肉を使うので体がひき締まり、女

蛙は内面から美しきが出てくる。また男性は仕事帰り

の人が多く、ストレスの解消につながるそうです。ワ

ルツやタンゴなどのモダンならお年寄りの人にも無理

なく楽しめ、いつまでも若さを保てます。年に1－2

度、全教室の生徒さんたちを集めでのパーティーも開

かれているそうです。和気あいあいとした雰囲気のな

か友だちかたくさんでさそうな索敲なサークルです。

ま嘉（＿、 

：子　　　　　　　　　　　　　　　∴　子 

∴　∴　ノア �チ‾「寡言∴∴； �　∴∴言 上 “園聡 

＼＼＼一、二㌔霜田喜一 

秦宅－‾） 

9

役場のしくおoよく分かったかな？

「地方自治の役割が生

活にどのようにかかわっ

ているのか、とっても勉

強になりました。」と堀

尾泰之くん。

1月30日に浅木小学校

6年3組の児童4人が社

会科の勉強で庁舎を見学

に訪れました。

睦月の寒空、健脚を競う。
一第40回遠賀郡各町対抗駅伝競走大会－

1月19日、総合運動公園外周路で小学生から一般まで計61チームの

参加で駅伝大会が開催されました。今年一番の冷え込みのなか、遠賀
町からも8チームが参加、その健脚を競いました。結果は上位入営3
チームのみ。●小学男子の部＝遠賀リトルシャークA9位●中学男子

の部＝遠賀南中A7位●中学女子の部＝遠賀南中A3位

∴∵∴「　∴　　　一十† ���� 
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摩翼ヨ 　∵青ぶ．・ 

大切に使います。

臼の寄贈ありがとうございました。
広報おんが11／25日号の‘不用になった白募集、には、皆さまのお

かげで8セットの白ときねが寄せられました。学校教育・社会教育な

どの行事で大切に使わせていただきます。寄贈者は次の方々です。

（敬称略）●森田誠之助（広渡）・白石光郭（木守）・松尾徳（鬼津）・

松本百代C浅木）・広田雅彦（尾崎）・古賀檀美（遠賀IIi）・舛添新（若

松）・花野葵城（今古賀）



翳整攫灘鰯

ご存じですか

福岡県の情報公開
情報公開は、県民の皆さんが必要に応じて県

が持っている傭報を見たり手に入れたりするこ

とができる制度です。県民情報センターや地区

県民情報コーナでは、情報公開の案内をしたり

相談に応じるほか、行政資料を展示し、県民の

皆さんが自由に問質できるようにしています。

t県民備親センター】

県庁舎行政棟1階北側
℡代表092－651－1111内線2451－2453

【北九州地区県民情報コーナ）

県小倉総合庁舎2陪　食093－581－4934

＜利用時向＞

平　日／9：00－12：00

13：00－16：30

土曜日／9：00－12：00

（第2・第4土曜日は休みです。）

［午

諺
配
。
岡
垣

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

全
　
国
　
植
　
樹
　
祭

県
で
は
、
第
低
回
全
国
植
樹
祭
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す。●
開
催
日
）
5
月
1
0
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
）
朝
倉
郡
夜
須
町
夜
須
高
原

●
募
集
人
員
）
千
人

●
応
募
資
格
）
小
学
生
以
上
で
県
内
に

住
ん
で
い
ろ
人

●
応
募
期
間
）
2
月
柳
日
（
土
）
ま
で

●
応
募
方
法
）
官
製
ハ
ガ
キ
に
「
第
4
3

回
全
国
植
樹
祭
参
加
希
望
」
と
話
人
の

上
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

性
別
、
遇
話
番
号
を
記
載
し
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。
（
一
人
1
枚
ま
で
）

●
申
込
を
・
問
い
合
わ
せ
）
〒
靴
福
岡

市
博
多
区
東
公
園
7
－
7
福
岡
県
庁
内

第
4
3
回
全
国
植
樹
祭
福
岡
県
実
行
委
員

会
事
務
局
℡
0
9
2
（
6
4
1
）
0
8

0
0
へ

飽
日
（
土
）
ま
で

●
謝
　
礼
）
一
万
二
千
円
を
限
度
と
し

て
支
払
い
ま
す

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
〒
8
1
2
福
岡

市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号
　
福
岡
県

総
務
部
広
報
課
公
聴
係
「
県
政
モ
ニ
タ

ー
」
担
当
℡
0
9
2
（
6
5
1
）
1
1

1

1

へ

●
合
否
決
定
）
面
接
と
書
類
審
査
に
よ

り
合
否
を
決
定
し
ま
す
。

●
向
い
合
わ
せ
）
県
教
育
庁
指
導
第
一

部
高
校
教
育
課
℡
0
9
2
（
6
5
1
）

1

1

1

1

へ

あ
な
た
の
重
責
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

蝿
故
モ
ニ
タ
ー
裏
集
中
。

県
で
は
、
県
の
仕
車
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
な
ど
を
お
聞
き
す
る
た
め

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
楽
し
ま
ず
。

●
応
募
資
格
）
県
内
に
住
む
2
0
歳
以
上

の
人
な
ど

●
任
　
期
）
平
成
4
年
4
月
か
ら
平
成

5
年
3
月
ま
で

●
申
込
期
間
）
2
月
1
日
（
土
）
か
ら

定
時
制
・
通
信
制
課
程
の

生
徒
を
募
集
中
。

県
下
の
公
立
高
等
学
校
夜
間
定
時
制

課
程
柳
校
・
昼
間
定
時
制
課
程
3
校
・

通
信
制
課
程
1
校
で
は
、
平
成
4
年
度

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
定
時
制
露
程

●
入
学
願
書
受
付
）
2
月
1
7
日
（
月
）

か
ら
独
自
（
月
）
ま
で

●
学
力
検
査
日
）
3
月
Ⅱ
日
（
水
）

▼
通
信
制
課
程

●
入
学
願
書
受
付
）
3
月
従
日
（
木
）

か
ら
4
月
4
日
（
土
）
ま
で

e
e
e
㊧
㊤

奨

学

生

募

集

中

日
本
育
英
会
福
岡
県
支
部
で
は
、
各

公
私
立
高
等
学
校
の
全
学
年
の
生
徒
を

対
象
に
「
高
等
学
校
奨
学
生
」
を
募
集

し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
3
年
生
在
籍
者

を
対
象
と
し
た
平
成
5
年
度
奨
学
生
採

用
候
補
者
募
集
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

音
出
願
潮
田
・
対
象
者

●
直
轄
学
校
奨
学
生
・
・
・
i
・
・
高
校
全
学
年

（
募
集
は
4
月
・
9
月
の
年
2
回
）

●
高
校
・
高
専
予
約
奨
学
生
…
中
学
3

年
生
（
募
集
期
間
は
5
月
～
6
月
下
旬
）

●
奨
学
金
貸
与
月
額

▽
公
立
高
校
1
～
2
年
生
1
2
0
0
0

円
・
3
年
生
1
1
0
0
0
円
＼

二
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
消
防
本
部
（
糊
）
1
2
3
1

昨
年
は
約
8
日
間
に
l
件

の
割
合
で
火
災
が
発
生
。

平
成
3
年
の
火
災
統
計
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
昨
年
中
に
郡

内
で
発
生
し
た
火
災
件
数
は
備
件
で
、

そ
の
内
訳
げ
は
、
建
物
火
災
紳
件
、
そ

の
他
の
火
災
Ⅱ
件
、
林
野
火
災
3
件
、

車
両
火
災
2
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実

に
約
8
日
間
に
1
件
の
割
合
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
出
火
原
因
別
で
は
、
た
き

火
コ
ン
ロ
、
火
遊
び
が
各
6
件
で
一
番

多
く
、
次
い
で
放
火
、
放
火
疑
い
が
5

件
以
下
、
語
気
、
ス
ト
ー
ブ
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
2
年
と
比

較
す
る
と
、
出
火
件
数
は
8
件
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
死
者
は
2
人
で

一
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
2
年
間
、
出
火
件
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
更
に
家
庭

職
場
で
の
火
災
予
防
の
徹
底
と
よ
り
一

層
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
貴
重

な
人
命
、
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し

ょ
ふ
ノ
○

嘗
内
火
災
・
敵
意
件
数
（
1
2
月
）



コミュニティーセン

ターでサークルの輪

を広げませんか。
」節捌用のサークl個体を募集中。

教育委貝会では、毎年この時期に町

内の各社会体育施設の年間剖当会議を

行っております。新規に年間利用を希

望するサークルは早めに申し出てくだ

さい。

●対∴∴亀

年間を通じて活動できるサークル団

体で活動場所がない、又は新しく綜

成したサークル団体など（ただし、

サークル会員は全員町内者に限る）

●申込み期間

2月21日（金）まで

●申込み・問い合わせ

遠賀コミュニティーセンター内体育

振輿係℡（293）6525へ（利用時間帯

や利用料金などを説明しています。）

こ三一二a
音調唖…帳i蹴音

労働安全衛生法
に基づく免許試
験の日程が決ま
りました。

労働安全衛生法に基づく各種免許試

験の4月から9月までの試験日程が決

まりました。

詳しくは、九州安全衛生技術センタ
ー℡0942（43）3381か、最寄りの労働基

造監督署にお尋ねください。

登記の事務を

コンピュータで処理

額岡法務局水巻出張所では、2月

10日から土地・建物の登記事務をコ

ンピュータで処理します。

●取扱地区　中間市、水巻町、芦屋

町、遠賀町、岡垣町
●業務処理の変更

①「登記簿の謄本、抄本」が「登

記事項証明書」に変更。

（9登記簿の閲賢は廃止（登記事項

要約書を発行。ただし、閉鎖登記

簿の閲賞はできます）

●問い合わせ　福岡法務局水巻出張

所℡（201）2558へ

※交付手続は現在と同じです。

轡鮮血が

鴨陳テレ鷹シ
サービス

531－8181
2月のテーマ 

月 �気になる「わきが」 

火 � 治してもらったのに何故痛い 

水 �子供の咽虹は危険信号 

木 �ポ傭船まったら諦：はめする 

金 �鼻血と応急処置 

土・日 �不眠症について 

女
峰
の
た
め
の

議
書
実
務
・
ワ
⊥
ノ
口
調
富
合

県
女
牲
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支

所
で
は
、
就
業
希
望
の
女
桂
を
対
象
に

秘
書
実
務
・
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
科
　
目
）
秘
書
実
務
・
ワ
ー
プ
ロ

●
定
　
員
）
0
0
人

●
対
　
照
）
就
業
希
望
の
女
鮭
で
講
習

の
全
日
程
に
出
席
で
き
る
人

●
購
習
期
間
）
4
月
2
1
日
か
ら
6
月
1
2

日
ま
で
の
延
べ
2
1
日
間
（
主
と
し
て
火

木
・
金
曜
日
）

●
要
請
時
間
）
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で

●
要
請
料
）
無
料
（
教
材
費
は
別
途
）

●
購
習
会
場
）
北
九
州
勤
労
青
少
年
文

住
宅
金
融
公
庫
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
3
年
度

個
人
向
け
融
資
の
受
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
）
3
月
職
日
（
金
）
ま
で

●
対
　
照
）
　
マ
イ
ホ
ー
ム
新
築
資
金
・

廼
売
住
宅
購
入
資
金
・
新
築
マ
ン
シ
ョ

ン
・
中
古
住
宅
購
入
資
金
・
リ
フ
ォ
ー

ム
ロ
ー
ン
な
ど

●
申
込
先
）
　
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関

●
問
い
合
わ
せ
）
住
宅
金
融
公
庫
福
岡

支
店
℡
0
9
2
（
7
2
2
）
5
0
1
1
へ

●
潮
　
田
）
2
月
3
日
（
月
）
か
ら
柳

日
（
土
）
ま
で

●
展
－
ホ
ク
ラ
ブ

○
表
装
ク
ラ
ブ
（
代
表
）
岩
城
正
臣
民

■
彫
　
劃
　
　
（
代
表
）
境
　
　
貢
氏

／
▽
私
立
青
校
1
－
《
人
∠
年
生
2
4
0
0

0
円
・
3
年
生
2
3
0
0
0
円

●
向
い
合
わ
せ
）
県
教
育
委
員
会
内
日

本
育
英
会
福
岡
県
支
部
℡
0
9
2
（
6

4

1

）

7

4

1

8

へ

化
セ
ン
タ
ー
∧
北
九
州
パ
レ
ス
＞

●
申
込
み
・
向
い
合
わ
せ
）
3
月
鳩
目

に
福
岡
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
℡
0
9
4
8
（
2
3
）
4
1
5

6
へ
寓
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

㊨
馳
㊧
憧

中
央
公
民
館

展
示
ロ
ビ
ー
だ
よ
り
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独
特
な
技
法
〝
ハ
ン
ド
エ
ン
ボ
ツ
シ
ン
ク
〟
で

「
古
代
史
」
を
見
事
に
表
現
。

フ
リ
ー
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
片
山
博
陸
岸
（
新
町
区
・
5
7
歳
）

●00

ー
一
科
会
美
術
展
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
特
選
質
を
受
賞

古
代
の
出
土
品
を
モ
チ
ー

フ
に
県
展
に
連
続
入
賞

昨
年
的
月
、
遠
賀
町
文
化
の
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
、
遠
賀
美
術
愛
好
会
が
、

新
ら
た
な
組
織
で
発
足
し
、
そ
の
初
頭

に
、
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
展
」

を
開
く
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
美
術

愛
好
会
（
会
長
）
今
橋
由
助
氏
ほ
か
役
員

の
皆
さ
ま
の
文
化
に
対
す
る
熱
意
と
助

言
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
関
係

各
位
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

昭
和
班
毎
旧
戸
畑
市
防
犯
協
会
の
防

犯
ポ
ス
タ
ー
展
に
応
募
、
そ
の
作
品
が

市
内
全
域
に
掲
示
さ
れ
た
。
こ
れ
が
私

と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
の
意
識

的
交
流
の
第
一
歩
で
あ
る
。
そ
の
後
、

建
築
鉄
骨
製
造
の
会
社
に
務
め
て
い
た

た
め
、
絵
画
の
活
動
は
、
ほ
と
ん
ど
で

き
な
か
っ
た
。

昭
和
飢
年
、
ふ
と
し
た
野
か
ら
自
分

の
生
涯
の
中
で
何
か
残
し
て
お
き
た
い

と
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
た
折
、
「
福
岡

県
美
術
展
」
の
公
募
を
知
り
、
応
募
し

て
み
よ
う
と
紳
年
振
り
に
絵
筆
を

と
っ
た
。
日
本
古
代
史
の
み
え
な
い
部
分

に
興
味
の
あ
る
私
は
、
古
代
出
土

品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
古
代
史
シ

リ
ー
ズ
I
「
遠
賀
川
L
 
I
「
筑
後

川
」
の
2
作
品
を
初
出
品
「
筑
後

川
」
が
初
入
選
。
翌
6
2
年
、
古
代

シ
リ
ー
ズ
’
「
志
賀
島
」
Ⅳ
「
油

之
島
」
の
2
作
品
を
出
品
、
2
作

品
共
に
入
選
。
2
年
連
続
の
受
賞

と
な
っ
た
。

私
は
古
代
出
土
品
を
モ
チ
ー
フ

に
、
イ
ラ
ス
ト
を
ハ
ン
ド
エ
ン
ポ

′

　

ヽ

ッ
シ
ン
グ
で
表
現
し
た
。
カ
ー
ド
や
名

刺
な
ど
の
小
さ
な
作
品
で
は
見
ら
れ
ろ

技
法
だ
が
、
あ
え
て
「
B
l
版
大
型
」

作
品
へ
挑
戦
し
た
。
白
紙
の
条
件
で
線

を
展
開
さ
せ
凸
凹
面
を
深
く
す
る
事
に

よ
っ
て
光
の
陰
影
が
白
面
を
い
か
に
満

た
す
か
を
追
求
し
た
。

手
書
き
で
温
も
り
の
あ
る
作
品

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

二
科
展
の
応
募
に
は
、
ひ
と
つ
の
き

っ
か
け
が
あ
っ
た
。
あ
る
会
合
の
時
、

1
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
人
が
「
ア
ン
チ
テ
ー

ゼ
を
持
つ
、
そ
こ
に
新
し
い
発
想
が
生

ま
れ
ろ
」
と
話
し
て
い
る
会
話
を
聞
き

今
ま
で
描
い
た
作
品
を
引
っ
ぼ
り
出

し
、
2
、
3
日
み
な
が
ら
、
デ
ッ
サ
ン

を
何
故
も
何
枚
も
描
い
て
は
破
り
を
繰

り
返
し
た
。
そ
ん
な
時
、
関
西
に
所
用
で

行
き
、
飛
鳥
・
斑
鳩
を
周
り
、
藤
ノ
木

古
墳
・
法
隆
寺
と
観
て
周
り
、
知
識
と

観
察
で
時
を
超
え
、
中
国
・
朝
鮮
と
日

本
の
文
化
交
流
地
点
の
人
と
物
に
想
い

を
め
ぐ
ら
せ
、
古
代
シ
リ
ー
ズ
Ⅶ
「
奈

良
」
　
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
出
来

た。

そ
ん
な
時
、
二
科
展
の
作
品
募
集
を

新
聞
で
知
り
、
無
謀
に
も
応
募
し
た
。

ま
さ
か
入
選
す
る
と
は
思
っ
て
も
み
な

か
っ
た
。
何
ん
と
「
特
選
」
と
の
知
ら

せ
に
、
信
じ
る
奉
が
で
き
な
か
っ
た
。

現
在
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

は
、
進
歩
し
た
勝
れ
た
機
械
に
よ
っ
て

早
く
き
れ
い
な
作
品
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
だ
が
手
書
き
で
人
間
の
ぬ
く

も
り
あ
る
作
品
は
捨
て
が
た
い
も
の
で

す。
今
、
遠
賀
町
で
文
化
の
響
き
が
大
き

く
波
打
つ
な
か
、
町
民
会
議
の
機
関
紙

「
そ
だ
て
」
（
平
成
3
年
職
月
1
0
日
号
）

に
「
家
庭
の
日
」
　
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

の
ポ
ス
タ
ー
作
品
の
県
教
育
庁
の
審
査

結
果
が
出
て
い
た
。
町
か
ら
出
し
た
作

品
の
入
選
率
が
0
0
％
と
の
事
、
た
た
ず

は
ら
し
い
の
一
語
に
つ
き
る
と
思
う
。

今
、
遠
賀
が
動
く
、
開
け
る
。
そ
ん

な
歓
薯
が
胸
中
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
年

も
、
昨
年
に
続
き
、
若
き
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
生
れ
て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ

を
毎
日
期
待
し
な
が
ら
絵
等
を
動
か
し

て
い
ま
す
。

園
田
回
国

▼
今
年
、
新
成
人
と
な
っ
た
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

1
0
年
間
は
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
大

切
な
時
間
で
す
。
「
自
由
」
と
裏
腹
の

「
自
覚
」
と
「
責
任
」
。
し
っ
か
り
と

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
▼
「
参
加
し
た

い
が
、
受
付
日
と
合
わ
せ
て
2
日
間
は

ど
う
し
て
も
休
め
な
い
」
と
文
化
ふ
れ

あ
い
事
業
へ
の
声
。
そ
こ
で
今
回
、
日

曜
受
付
・
実
施
の
新
企
画
が
登
場
し
た
。

反
響
は
わ
か
ら
な
い
が
、
公
平
さ
・
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ろ
点
か
ら
み
れ
ば

大
き
く
前
進
し
た
企
画
だ
。
「
ど
う
も

融
通
が
利
か
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
な

役
填
。
そ
こ
で
働
く
私
た
ち
行
政
マ
ン

は
、
も
っ
と
住
民
の
声
や
気
持
ち
を
く

み
取
る
こ
と
の
で
き
ろ
「
柔
軟
な
地
方

行
政
」
に
目
覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

…
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
（
池
ボ
ウ
）

圏
閉
園

．＼、


